
 

 

都 民 生 活 に 関 す る 世 論 調 査 <概 要 > 
 

令和7年1月 

 

 

調査実施の概要 
 

1 調査目的 
 

都民の日常生活に関わる意識や、東京に対する意識を捉えるとともに、都政に対する都民の

意識や意見・要望を把握し、今後の都政運営の参考とする。 

また、今回は附帯テーマとして、食生活と食育をめぐる都民の意識、学校・地域の取組や行

政への要望等を調査した。 

 

2 調査項目 
 
(1) 暮らし 

(2) 住んでいる地域 

(3) 東 京 

(4) 都政への要望 

(5) 食生活と食育 

(6) 学校、地域での食育 

(7) 行政への要望 

 

3 調査設計 
 
(1) 調 査 対 象      ：東京都全域に住む満18歳以上の男女個人 

(2) 標 本 数      ：4,000標本〔令和元年までは3,000標本〕 

(3) 標本抽出方法：住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 

(4) 調 査 方 法      ：郵送法（郵送配布・郵送回収、ＷＥＢ〔インターネット〕回答併用） 

        〔令和元年までは個別訪問面接聴取法〕 

(5) 調 査 期 間      ：令和6年8月20日～9月16日 

(6) 調査実施機関：一般社団法人中央調査社 

 

4 回収結果 
 
(1) 有効回収標本数（率）：1,994標本（49.9％）〔うち郵送1,223標本、インターネット771標本〕 

(2) 未完了標本数       （率）：2,006標本（50.2％） 
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調 査 結 果 の 概 要 
 

※ｎは質問に対する回答者数で、比率算出の基数を示す。 

※個々の比率の合計は、全体の計に一致しないことがある。 

※Ｍ.Ａ.はいくつでも選択、5Ｍ.Ａ.は5つ選択、3Ｍ.Ａ.は3つ選択 

※Ｍ.Ｔ.は回答の合計をｎで割った比率に100を乗じた数 

※令和元年までの調査方法は、調査員による個別訪問面接聴取法であったが、令和2年から郵送法（インタ

ーネット回答併用）で実施したため、元年以前と単純に比較することはできないので留意が必要 

 

1 暮らし 
（1）暮らしむきの変化：暮らしは、昨年の今ごろと比べて楽になったか、苦しくなったかを聞いた。 

（本文Ｐ3～Ｐ8） 

・「変わらない」は47％（昨年より2ポイント増加） 

・「苦しくなった」は46％（昨年より2ポイント減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[暮らしむきが苦しくなった理由]：「苦しくなった」と答えた人（926人）に、その理由を聞いた。 

（Ｍ.Ａ.） （上位5位） 

・「家族の増加や物価の上昇などで毎日の生活費が増えた」が72％でトップ（昨年とほぼ同ポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族の増加や物価の上昇などで
毎日の生活費が増えた

税金や保険料の支払いが増えた

営業不振などで給料や収益が
増えない、又は減った

家や自動車、家電などの支出が
増えた

教育費が増えた
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（2）暮らしの余裕：暮らしの余裕について聞いた。 

（本文Ｐ9～Ｐ13） 

・『余裕がある（計）』は51％（昨年より3ポイント増加） 

・『余裕がない（計）』は48％（昨年より3ポイント減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『余裕がある（計）』は「今の暮らしで十分余裕がある」「今の暮らしであればまあまあだ」の合計 

『余裕がない（計）』は「今の暮らしではとてもやりきれない」「今の暮らしではまだまだ余裕がない」の合計 

 

 

　ｎ （計） （計）

今回調査 (1,994) 51.0 48.2

令和５年 (1,784) 47.7 51.5

４年 (1,883) 50.5 49.1

３年 (1,849) 56.0 42.8

２年 (2,273) 50.5 48.0

元年 (1,845) 53.7 45.6

平成30年 (1,856) 54.3 44.9

29年 (1,810) 54.9 43.0

28年 (1,805) 51.9 47.2

27年 (1,900) 49.8 49.3
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無回答
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（3）生活程度：5段階に分けた生活程度がどれにあたると思うか聞いた。 

（本文Ｐ14～Ｐ17） 

・『中（計）』は82％（昨年より3ポイント増加） 

・「下」は11％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『中（計）』は「中の上」「中の中」「中の下」の合計 

中

　ｎ （計）

今回調査 (1,994) 81.8

令和５年 (1,784) 78.4

４年 (1,883) 78.6

３年 (1,849) 82.6

２年 (2,273) 79.9

元年 (1,845) 84.6

平成30年 (1,856) 86.2

29年 (1,810) 85.5

28年 (1,805) 86.5

27年 (1,900) 85.7
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無回答
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（4）これからの暮らしむき：これから１年間の暮らしむきを聞いた。 

（本文Ｐ18～Ｐ22） 

・『苦しくなる（計）』は51％（昨年より1ポイント減少） 

・「変わらない」は40％（昨年より2ポイント増加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『楽になる（計）』は「かなり楽になる」「やや楽になる」の合計 

『苦しくなる（計）』は「かなり苦しくなる」「やや苦しくなる」の合計 

 

（5）今後切りつめていくもの：これから１年間の暮らしむきが、「やや苦しくなる」「かなり苦しくな

る」と答えた人（1,011人）に、今後切りつめていこうと思うものに

ついて聞いた。（Ｍ.Ａ.） （上位5位） 

（本文Ｐ23～Ｐ25） 

・「食費」が58％でトップ（昨年より4ポイント減少） 

・「外食費」52％、「被服費（身の回り品を含む）」51％が続く 
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（6）生活満足度：現在の生活に満足しているかどうか聞いた。 

（本文Ｐ26～Ｐ29） 

・『満足（計）』は51％（昨年より4ポイント増加） 

・『不満（計）』は44％（昨年より6ポイント減少） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『満足（計）』は「大変満足している」「まあ満足している」の合計 

『不満（計）』は「大変不満である」「やや不満である」の合計 

 

　ｎ （計） （計）

今回調査 (1,994) 50.6 43.9

令和５年 (1,784) 46.7 49.6

４年 (1,883) 49.7 45.2

３年 (1,849) 51.1 42.9

２年 (2,273) 48.9 45.2

元年 (1,845) 53.2 40.5

平成30年 (1,856) 54.4 40.8

29年 (1,810) 54.0 40.2

28年 (1,805) 53.7 41.6

27年 (1,900) 50.8 45.1
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9.0 

11.3 

10.2 

8.7 

9.6

大変

不満である

大変
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満

足
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無回答
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（7）満足の理由：現在の生活に「大変満足している」「まあ満足している」と答えた人（1,009人）

に、その理由を聞いた。（Ｍ.Ａ.） （上位5位） 

（本文Ｐ30～Ｐ32） 

・「健康であるから」が71％でトップ 

・「家族との生活が充実しているから」58％、「友人、知人との人間関係が充実しているから」42％

が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）不満の理由：現在の生活に「やや不満である」「大変不満である」と答えた人（876人）に、その

理由を聞いた。（Ｍ.Ａ.） （上位5位） 

（本文Ｐ33～Ｐ35） 

・「貯蓄が十分でないから」が72％でトップ 

・「悩みや心配ごとがあるから」39％、「健康でないから」30％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康であるから

家族との生活が充実しているから

友人、知人との人間関係が充実して
いるから

食生活が豊かだから

住生活が豊かだから
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40.6
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貯蓄が十分でないから
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から

趣味、教養の時間が十分とれないから
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（9）今後の生活の不安：今後の生活で不安に感じることを聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ36～Ｐ39） 

・「自分の健康・病気」が75％でトップ 

・「家族の健康・病気」66％、「老後の生活」62％、「今後の収入」52％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の健康・病気

家族の健康・病気

老後の生活

今後の収入

税金や保険料（などの負担）

親などの介護

貯蓄や資産（借金や負債）

仕事や職場のこと

子育て、子供の教育

自分の就職、結婚などの問題

家族の就職、結婚などの問題

家族・親族間の人間関係

近隣・地域の人間関係

その他

不安に感じることはない

無回答
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12.5 

11.7 

10.2 

4.6 

2.2 

1.2 
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令和４年(ｎ＝1,883)

（％）
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（10）税金への関心度とその内容：税金について関心があるかどうか聞いた。 

（本文Ｐ40～Ｐ45） 

・『関心がある（計）』は83％ 

・「関心がない」は8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『関心がある（計）』は「大いに関心がある」「少し関心がある」の合計 

 

[税金への関心の内容]：「大いに関心がある」「少し関心がある」と答えた人（1,648人）に、その内容

を聞いた。（Ｍ.Ａ.）（上位5位） 

 

・「税金の使われ方」が68％でトップ 

・「自分の納める税額」66％、「所得税や住民税などの減税」53％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税金の使われ方

自分の納める税額

所得税や住民税などの減税

税負担の不公平さ

新税の導入や増税

68.1 

66.1 

53.2 

43.4 

39.4 

21.7 

67.2 

66.7 

49.3 

42.9 

39.9 

70.8 

64.8 

50.1 

42.1 

31.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査(ｎ＝1,648)

令和５年(ｎ＝1,518)

令和４年(ｎ＝1,536)

（％）

　ｎ （計）

今回調査 (1,994) 82.6

令和５年 (1,784) 85.1

４年 (1,883) 81.6

３年 (1,849) 81.6

２年 (2,273) 81.0

元年 (1,845) 80.9

平成30年 (1,856) 81.8

29年 (1,810) 80.6

28年 (1,805) 84.7

27年 (1,900) 83.7

34.7 

33.9 

33.4 

37.9 

35.4 

46.2 

47.8 

47.2 

46.8 

48.3 

15.3 

13.8 

13.3 

13.2 

13.8 

3.8 

4.4 

6.1 

2.1 

2.4 

わからない

大いに関心がある
（％）

関心がない少し関心がある
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33.3 

43.1 

45.2 

45.5 

46.9 

47.8 
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6.4 

7.2 

7.6 

7.8 

8.1 

8.1 

8.3 

8.8 

9.2 

1.8 

0.3 

2.9 

2.0 

1.9 

無回答

わからない

関
心
が
あ
る
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2 住んでいる地域 
 

（1）地域の住みよさ：今住んでいるところが住みよいところだと思うか聞いた。 

（本文Ｐ46～Ｐ49） 

・「住みよいところだと思う」は81％ 

・「住みよいところだとは思わない」は9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（2）地域定住意向：今住んでいる地域に今後も住みたいと思うか聞いた。 

（本文Ｐ50～Ｐ59） 

・「住みたい」は71％ 

・「住みたくない」は11％ 
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令

和

元

年

２

年

３

年

４

年

５

年

今

回

調

査

84.3 
83.3 83.3 83.6 

85.1 

79.9 
81.2 81.5 

82.2 
81.3 

75

80

85

90

（％）

住みよいところ

だと思う

住みよいところだ

とは思わない

わからない

11.1 

13.1 

11.2 11.2 11.3 12.2 
11.4 11.3 

9.5 
10.7 10.4 9.8 

13.4 
11.8 12.1 

16.5 16.7 17.8 18.3 18.3 

0

5

10

15

20

平

成

27

年

28

年

29

年

30

年

令

和

元

年

２

年

３

年

４

年

５

年

今

回

調

査

78.5 
77.1 

75.4 
77.0 76.6 

70.3 70.8 
69.5 

71.9 
70.6 

65

70

75

80

85
（％）

住みたくない

住みたい

わからない
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[居住地域に住みたい理由]：「住みたい」と答えた人（1,407）に、その理由を聞いた。 

（3Ｍ.Ａ.）（上位5位） 

 

・「買物など日常の生活環境が整っているから」が58％でトップ 

・「自分の土地や家があるから」39％、「地域に愛着を感じているから（住み慣れているから）」37％

が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[居住地域に住みたくない理由]：「住みたくない」と答えた人（213人）に、その理由を聞いた。 

 （3Ｍ.Ａ.）（上位5位） 

 

・「家賃など住居費が高いから」が27％でトップ（昨年より5ポイント減少） 

・「地域に愛着を感じないから」26％、「防災の面で不安だから」25％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

買物など日常の生活環境が整っているから

自分の土地や家があるから

地域に愛着を感じているから
（住み慣れているから）

通勤・通学に便利なところだから

静かで住環境がよいから

57.5 

39.0 

36.5 

34.9 

27.2 

17.9 

53.4

41.7

37.8

37.4

22.2

66.3

43.0

41.1

40.3

22.8

0 10 20 30 40 50 60 70

今回調査 (ｎ＝1,407)

令和５年 (ｎ＝1,282)

令和４年 (ｎ＝1,308)

（％）

家賃など住居費が高いから

地域に愛着を感じないから

防災の面で不安だから

通勤・通学に不便なところだから

買物など日常の生活環境が整っていない
から

27.2 

25.8 

25.4 

22.1 

18.3 

32.4 

32.9 

17.1 

27.6 

20.0 

27.7 

27.7 

20.2 

16.9 

20.2 

0 10 20 30 40

今回調査(ｎ＝213)

令和５年(ｎ＝170)

令和４年(ｎ＝213)

（％）
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3 東 京 
 

（1）東京の住みよさ：東京は全般的にみて住みよいところだと思うか聞いた。 

（本文Ｐ60～Ｐ65） 

・「住みよい」は57％ 

・「住みにくい」は8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）東京定住意向：東京に今後もずっと住みたいと思うか聞いた。 

（本文Ｐ66～Ｐ78） 

・「住みたい」は68％（昨年より4ポイント減少） 

・「住みたくない」は10％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.9 61.1 61.4 60.9 
62.9 

57.0 56.1 
58.0 

60.8 

57.1 

7.5 7.1 7.1 7.3 6.4 6.8 7.1 
6.6 7.2 7.9 

30.6 29.7 28.6 29.7 28.6 

32.7 33.5 32.2 

28.8 
31.7 

0

10

20

30

40

50

60

70

平

成

27

年

28

年

29

年

30

年

令

和

元

年

２

年

３

年

４

年

５

年

今

回

調

査

（％）

どちらともいえない

住みよい

住みにくい

79.1 79.5 

75.3 

78.4 
75.9 

70.0 
68.1 

69.7 
71.5 

67.6 

60

70

80

（％）

10.3 10.0 9.1 9.5 9.9 9.7 10.0 9.1 8.9 9.7 

10.7 10.5 

15.6 

12.1 

14.3 

18.8 
21.4 19.9 

18.1 
21.2 

0

10

20

30

平

成

27

年

28

年

29

年

30

年

令

和

元

年

２

年

３

年

４

年

５

年

今

回

調

査

住みたい

住みたくない

わからない
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[東京に住みたい理由]：「住みたい」と答えた人（1,347人）に、その理由を聞いた。 

（3Ｍ.Ａ.）（上位5位） 

 

・「交通網が発達していて便利だから」が77％でトップ 

・「東京に長く暮らしているから」49％、「医療や福祉などの質が高いから」37％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[東京に住みたくない理由]：「住みたくない」と答えた人（193人）に、その理由を聞いた。 

 （3Ｍ.Ａ.）（上位5位） 

 

・「生活費が高いから」と「人や車が多過ぎるから」が66％でトップ 

・「住宅が狭い・密集しているなど住宅事情が悪いから」38％、「通勤・通学ラッシュがひどいか

ら」32％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通網が発達していて便利だから

東京に長く暮らしているから

医療や福祉などの質が高いから

文化的な施設やコンサート・スポーツ
などの催しが多いから

仕事を見つけやすい、事業をおこし
やすいから

76.7 

49.3 

37.0 

24.9 

14.6 

79.0 

49.3 

32.9 

25.0 

12.3 

79.2 

53.7 

36.7 

28.6 

13.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

今回調査 (ｎ＝1,347)

令和５年 (ｎ＝1,275)

令和４年 (ｎ＝1,313)

（％）

生活費が高いから

人や車が多過ぎるから

住宅が狭い・密集しているなど住宅
事情が悪いから

通勤・通学ラッシュがひどいから

緑や公園などの自然が少ないから

66.3

65.8

38.3

31.6

18.1

10.4

62.9 

63.5 

38.4 

30.8 

15.1 

62.2

51.7

47.7

26.7

21.5

0 10 20 30 40 50 60 70

今回調査 (ｎ＝193)

令和５年 (ｎ＝159)

令和４年 (ｎ＝172)

（％）



－13－ 

4 都政への要望 
 

（1）これからの都政の進め方：これからの都政の進め方に対して、特に望むことを聞いた。 

（3Ｍ.Ａ.）（本文Ｐ79～Ｐ81） 

 

・「都民の意見や要望をよく知る」が42％でトップ 

・「都政情報をわかりやすく提供する」40％、「予算を効率的に執行する」38％、「情報公開を積極的

に進める」33％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都民の意見や要望をよく知る

都政情報をわかりやすく提供する

予算を効率的に執行する

情報公開を積極的に進める

行政手続のデジタル化・簡素化を進める

住民に身近な事務は区市町村に任せる

職員の意識改革を進める

都庁の組織を簡素化する

国に対してさらに地方分権を働きかける

ボランティア活動や市民活動と協働する

その他

特にない

わからない

無回答

42.1 

40.3 

37.6 

33.2 

27.1 

11.9 

10.6 

10.5 

5.6 

4.2 

6.0 

5.3 

3.9 

1.6 

42.5 

35.4 

36.2 

27.6 

25.5 

14.9 

12.8 

12.1 

7.1 

3.8 

4.9 

6.0 

5.2 

1.4 

40.1 

36.8 

37.4 

30.0 

29.6 

13.6 

15.2 

13.2 

7.0 

4.8 

4.2 

5.6 

4.2 

0.9 

0 10 20 30 40 50

今回調査 (ｎ＝1,994)

令和５年 (ｎ＝1,784)

令和４年 (ｎ＝1,883)

（％）
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（2）都政への要望：東京都に対して特に力を入れてほしい施策を聞いた。（5Ｍ.Ａ．） 

（本文Ｐ82～Ｐ85） 

・「防災対策」が51％でトップ 

・「高齢者対策」41％、「治安対策」37％、「医療・衛生対策」34％、「消費生活対策」27％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｎ＝1,994)

防災対策

高齢者対策

治安対策

医療・衛生対策

消費生活対策

少子化・虐待防止などの子供対策

行財政

環境対策

学校教育の充実

水道・下水道の整備・維持

交通安全対策

雇用就業対策

土地・住宅対策

公園・緑地・水辺の整備

中小企業対策

障害者(児)対策

道路交通網の整備

まちづくりの推進

都営交通の整備

青少年健全育成の推進

文化・芸術の振興

男女平等参画の推進

生涯学習、社会教育の振興

スポーツ・レクリエーションの振興

多文化共生社会の推進

観光振興対策

地域活動の推進

都市外交の推進 <M.T.＝418.4>

その他

わからない

無回答

50.5 

40.8 

37.2 

34.1 

26.8 

25.3 

22.3 

17.4 

15.8 

15.6 

14.8 

13.7 

12.7 

12.1 

8.4 

8.4 

8.0 

7.3 

6.6 

5.9 

5.5 

5.2 

4.7 

3.7 

3.1 

2.8 

2.5 

2.2 

1.8 

3.1 

0.6 

0 10 20 30 40 50 60 （％）



－15－ 

［上位5位の推移］ 

 

・「防災対策」は昨年より11ポイント増加し、第2位から第1位 

・「治安対策」は昨年の第1位から第3位 

・「消費生活」は昨年の圏外から第5位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）「子供」:「少子化・虐待防止などの子供対策」 

  

令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

高 齢 者 防 災 医療・衛生 防 災 治 安 防 災

48.9％ 46.8％ 44.0％ 42.1％ 40.2％ 50.5％

防 災

治 安 医療・衛生 防 災 高 齢 者 39.6％ 高 齢 者

42.8％ 43.8％ 41.2％ 41.5％ 高 齢 者 40.8％

39.6％

防 災 高 齢 者 高 齢 者 医療・衛生 治 安

39.1％ 39.4％ 40.3％ 35.5％ 37.2％

医療・衛生 治 安 治 安 治 安 医療・衛生 医療・衛生

37.9％ 34.4％ 33.4％ 33.8％ 37.4％ 34.1％

交 通 安 全 子 供 行 財 政 子 供 子 供 消 費 生 活

26.1％ 28.2％ 29.5％ 27.7％ 34.1％ 26.8％

6位 6位 6位 6位 8位 6位

子 供 行 財 政 子 供 行 財 政 消 費 生 活 子 供

23.1％ 23.1％ 26.5％ 22.4％ 19.8％ 25.3％

8位 10位

行 財 政 交 通 安 全

20.1％ 14.6％

1位

2位

3位

4位

5位
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（3）具体的な要望施策：力を入れてほしい分野について、具体的な内容を示して聞いた。（上位5位） 

（本文Ｐ86～Ｐ91） 

1 防災対策 2 高齢者対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 治安対策 

 

 

 

 

 

 

 

 4 医療・衛生対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 消費生活対策 

 

 

 

 

  

防災都市づくり（無電柱化、
道路の整備や建築物の耐震
化・不燃化等）

災害時の活動体制の充実

風水害対策（台風・集中豪雨
による災害の予防・復旧等）

防災対策に関する普及・啓発
活動の充実

その他

(ｎ＝1,006)

無回答

40.2 

28.1 

23.9 

4.7 

1.3 

1.9 

0 10 20 30 40 50

（％）

介護保険サービスの質的向上

サービス付き高齢者向け住宅
等高齢者が自立するための住
まいの確保

特別養護老人ホーム等施設
サービスの充実

介護人材確保の推進

認知症の人と家族への支援

訪問介護・通所介護等在宅
サービスの充実

介護予防及び高齢期の健康
づくり

高齢者が活躍できる地域づ
くりの促進

その他

(ｎ＝813)

無回答

15.3 

14.9 

13.9 

13.7 

9.6 

9.5 

8.9 

8.1 

2.1 

4.2 

0 10 20 30

（％）

外国人による犯罪の防止

子供等に対する犯罪が起こりにく
い環境の整備

警察官によるパトロールの強化

オレオレ詐欺や還付金詐欺などの
特殊詐欺被害の防止

不正アクセスなどインターネット
を利用した犯罪の防止

防犯設備の設置等に対する支援

少年犯罪・少年非行の防止

テロ対策等新たな犯罪への取組

その他
(ｎ＝741)

無回答

27.1 

18.2 

13.4 

11.7 

11.1 

10.5 

3.6 

1.8 

0.8 

1.8 

0 10 20 30

（％）

安心できる医療の確保

救急医療体制の整備

医療施設の整備

がん予防・医療対策

感染症対策

生活習慣病予防対策

花粉症などのアレルギー対策

食品の安全対策

その他

無回答
(ｎ＝680)

38.5 

18.4 

16.6 

6.8 

4.6 

3.4 

3.1 

2.1 

3.1 

3.5 

0 10 20 30 40
（％）

悪質な事業者の指導・処分

食品や生活用品などの表示の
適正化の推進

悪質商法などによる消費者ト
ラブルの相談、救済

商品・サービスに係る危害・
危険の防止対策

消費者教育など消費者の自立
支援策の充実

その他

無回答
(ｎ＝534)

35.8 

23.6 

15.9 

10.1 

7.9 

3.0 

3.7 

0 10 20 30 40 50

（％）
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5 食生活と食育 
 

（1）朝食の摂取状況：ふだん朝食を食べているかを聞いた。 

（本文Ｐ92～Ｐ94） 

・『食べる（計)』は86％ 

・「ほとんど食べない」は13％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1）令和元年は「食生活と食育に関する世論調査（令和元年9月調査）」、平成26年は「食生活と食育に

関する世論調査（平成26年7月調査）」（以下同様） 

（注2）『食べる（計）』は、今回調査については「週に4日以上食べる」、「週に2～3日程度食べる」の合

計、令和元年と平成26年については「ほとんど毎日食べる」、「週に4～5日程度食べる」、「週に2～3

日程度食べる」の合計 

 

 

 

（2）朝食を食べない理由：ふだん朝食を「週に4日以上食べる」と答えた人以外（「週に2～3日程度食べ

る」「ほとんど食べない」と答えた人、416人）に、朝食を食べない理由を聞

いた。 

（本文Ｐ95～Ｐ97） 

・「以前から食べる習慣がないから」が28％でトップ 

・「時間がないから」27％、「食欲がわかないから」24％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ （計）

今回調査 (1,994) 86.0

ｎ

令和元年 (1,812) 87.0

平成 26年 (1,977) 89.0

食
べ
る

76.2

79.3

5.6

5.0

5.1

4.7

12.2

10.5

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ほとんど毎日食べる

週に4～5日程度食べる

週に2～3日程度食べる ほとんど

食べない 無回答

77.7 8.2 12.6 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に4日以上

食べる
週に2～3日

程度食べる

ほとんど

食べない

無回答

（％）

ｎ

今回調査 (416)

ｎ

令和元年 (416)

平成 26年 (399)

27.2 23.6 10.6 27.6 10.3 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.1

41.9

21.9

20.1

1.2

2.5

0.7

1.8

4.1

6.5

17.8

14.8

6.7

5.0

12.5

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
時間がないから 食欲がわかないから

減量（ダイエット）したいから

朝食が用意されていないから 準備するのが面倒だから

以前から食べる習慣がないから

その他 無回答時間がないから 食欲がわかないから

減量（ダイエット）したいから

その他 無回答

（％）（％）

無回答

時間が

ないから 準備するのが

面倒だから

以前から食べる

習慣がないから
食欲がわか

ないから

その他
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（3）家族との食事の頻度：1週間のうち、どれくらい家族と一緒に食事をしているか聞いた。 

（本文Ｐ98～Ｐ103） 

 

・『家族と食事をしている（計）』は、“朝食”で53％、“夕食”で75％ 

・「ほとんどしていない」は“朝食”で45％、“夕食”で22％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『家族と食事をしている（計）』は「週に4日以上」、「週に2～3日程度」の合計 

 

 

 

（4）食品を選ぶときに重視すること：食品（生鮮食品、加工食品を含む）を選ぶときに重視するこ

とを聞いた。（5Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ104～Ｐ107） 

 

・「価格」が88％でトップ 

・「鮮度・賞味期限」83％、「栄養」59％、「産地」50％、「農薬や食品添加物の使用が少ないこと」

41％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（計）

52.7

74.8

家
族
と
食
事
を

し
て
い
る

（ｎ＝1,994）

（ア）朝食

（イ）夕食

42.1

59.8

10.6 

15.0 

44.8 

22.0 

2.5

3.2

週4日以上 ほとんどしていない 無回答

（％）
週に2～3日程度

(ｎ＝1,994)

価格

鮮度・賞味期限

栄養

産地

農薬や食品添加物の使用が
少ないこと

見た目

食品が無駄にならないよう
賞味期限が近いものを選ぶ

フェアトレードや認証マー
クがあること

生産・流通の履歴情報（ト
レーサビリティ）

その他

特にない

無回答 <M.T.=375.3>

88.4 

83.0 

58.5 

49.5 

40.6 

25.4 

14.5 

6.5 

6.0 

2.0 

0.9 

0.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（％）



－19－ 

（5）食品を購入している場所：食品を購入している場所について聞いた。（3Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ108～Ｐ110） 

 

・「スーパーマーケット（ネット販売を除く）」が96％でトップ 

・「コンビニエンスストア（ネット販売を除く）」39％、「ドラッグストア（ネット販売を除く）」

26％、「専門店（肉屋、魚屋、八百屋など）」21％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(ｎ＝1,994)

スーパーマーケット（ネッ
ト販売を除く）

コンビニエンスストア
（ネット販売を除く）

ドラッグストア（ネット販
売を除く）

専門店（肉屋、魚屋、八百
屋など）

生活協同組合

百貨店

農産物直売所

ネットスーパー

ネットスーパー以外の通信
販売

移動販売車

その他

無回答

<M.T.=229.9>

95.7 

39.4 

26.0 

20.7 

17.9 

9.9 

8.8 

6.8 

3.2 

0.5 

1.0 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）



－20－ 

（6）地元や東京の産物の購入意向：地元や東京の産物の購入意向について聞いた。 

（本文Ｐ111～Ｐ113） 

 

・『購入したい（計）』は70％ 

・「購入しない・産地のことは気にしない」は18％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『購入したい（計）』は「多少割高でも購入したい」、「同じくらいの価格であれば購入したい」の合計 

 

 

 

（7）東京産の食材の優先的な購入有無：地元や東京の産物を『購入したい（計）』と答えた人（1,390人）

に、実際に東京産の食材を優先的に購入しているか聞いた。 

（本文Ｐ114～Ｐ116） 

 

・「購入している」は28％ 

・「購入していない」は72％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ （計）

今回調査 (1,994) 69.7

ｎ

令和元年 (1,812) 59.1

平成 26年 (1,977) 67.6

購
入
し
た
い

15.1

20.9

44.0

46.6

32.1

22.4

8.8

10.0

0 

0 

多少割高でも

購入したい 同じくらいの価格

であれば購入したい

産地のことは

気にしない
わからない

無回答

10.0 59.7 18.1 9.5 2.7

多少割高

でも購入

したい

同じくらいの

価格であれば

購入したい

購入しない・産地の

ことは気にしない

わから

ない

（％）

無回答

（％）

（ｎ＝1,390）

購入している

27.8

購入して

いない

71.6

無回答

0.6



－21－ 

（8）東京産の食材を購入していない理由：東京産の食材を「購入していない」と答えた人（995人）

に、購入していない理由を聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ117～Ｐ118） 

 

・「店頭に並ぶ東京産の食材が少ないため」が54％でトップ 

・「東京産の食材が見当たらないため」46％、「東京産の食材かどうかわからないため」40％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(ｎ＝995)

店頭に並ぶ東京産の食材が
少ないため

東京産の食材が見当たらな
いため

東京産の食材かどうかわか
らないため

東京産の食材が東京産以外
の食材と比べて高いため

その他

無回答

<M.T.=153.9>

53.6 

45.5 

40.0 

10.4 

4.4 

1.3 

0 10 20 30 40 50 60
（％）



－22－ 

（9）食事のとり方で気をつけていること：食事のとり方で気をつけていることについて聞いた。 

（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ119～Ｐ122） 

・「野菜をしっかり食べる」が65％でトップ 

・「栄養バランスを考えて、いろいろな食品をとる」52％、「1日3回、規則正しく食べる」48％、 

「食べ過ぎない（カロリーのとり過ぎに気をつける）」47％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(ｎ＝1,994)

野菜をしっかり食べる

栄養バランスを考えて、い
ろいろな食品をとる

１日３回、規則正しく食べ
る

食べ過ぎない（カロリーの
とり過ぎに気をつける）

朝食を食べる

脂肪・塩分をひかえめにす
る

間食や夜食をひかえる

ごはんなどの穀類を意識し
て食べる

その他

特にない

無回答

<M.T.=348.4>

64.7 

51.7 

48.0 

47.4 

44.8 

35.7 

34.6 

14.4 

2.8 

4.5 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）



－23－ 

（10）健全で豊かな食生活のための取組意向：食生活を健全で豊かなものにするために、今後どのよう

なことをしていきたいか聞いた。（3Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ123～Ｐ126） 

 

・「栄養に関する知識を増やす」が51％でトップ 

・「安全な食べ物に関する知識を増やす」50％、「食品の表示をよく確認して購入する」43％、「季節

ごとの行事食や郷土料理を大切にする」24％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(ｎ＝1,994)

栄養に関する知識を増やす

安全な食べ物に関する知識
を増やす

食品の表示をよく確認して
購入する

季節ごとの行事食や郷土料
理を大切にする

誰かと一緒に食事をする
（共食）

インターネット・ＳＮＳで
料理を覚える

テレビや雑誌・本で料理を
覚える

農作業や工場見学などの生
産活動に参加する

料理教室へ参加する

その他

特にない

無回答

<M.T.=228.4>

50.5 

49.6 

42.8 

23.5 

19.5 

17.5 

10.9 

2.8 

0.7 

1.2 

9.4 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）



－24－ 

（11）「食育」の認知度：「食育」＊という言葉を知っているか聞いた。 

（本文Ｐ127～Ｐ130） 

＊「食育」とは、心身の健康の基本となる、食生活に関するさまざまな教育を行うこと。 

栄養のバランス、調理法、食べ物の安全性に関する知識などを身につけることや、豊かな食生活を楽しむ

力を育むことなどを目指す。 

 

・『認知している（計)』は90％ 

・「知らない」は8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）『認知している（計）』は、今回調査については「言葉も内容も知っている」、「言葉は聞いたことがあるが内容

は知らない」の合計、令和元年と平成26年については「言葉の意味を知っている」、「内容は知らないが聞いた

ことはある」の合計 

 

 

（12）食育活動への参加経験：食育活動に参加したことがあるか聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ131～Ｐ134） 

 

・「参加したことはない」が66% 

・「調理実習」18％、「農作業や工場見学などの生産体験」13％、「食育フェアなど食に関するイベン

ト」10％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ （計）

今回調査 (1,994) 90.2

ｎ

令和元年 (1,812) 88.2

平成 26年 (1,977) 85.7

認
知
し
て
い
る

59.1

53.1

29.2

32.6

11.6

14.1

0.1

0.3

言葉の意味を知っている 内容は知らないが

聞いたことはある

知らない 無回答

58.7 31.5 8.0 1.8

言葉も内容も知っている
言葉は聞いたことが

あるが内容は知らない 知らない 無回答

（％）

(ｎ＝1,994)

調理実習

農作業や工場見学などの生
産体験

食育フェアなど食に関する
イベント

生産者との交流

講演会

その他の活動

参加したことはない

無回答

<M.T.=122.1>

18.3 

12.8 

9.6 

7.4 

6.8 

1.7 

65.5 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70
（％）



－25－ 

6 学校、地域での食育 
 

（1）保育園・幼稚園・小学校及び地域に望む取組：保育園・幼稚園・小学校及び地域で行う食育に望

む取組について聞いた。（3Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ135～Ｐ138） 

・「バランスの良い食事のとり方」が58％でトップ 

・「みんなで楽しく食べること」39％、「『いただきます』『ごちそうさま』と言うこと」30％、「食事

の準備や後片付けへの参加」25％、「規則正しい食事をすること」23％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(ｎ＝1,994)

バランスの良い食事のとり方

みんなで楽しく食べること

「いただきます」「ごちそうさ
ま」と言うこと

食事の準備や後片付けへの参加

規則正しい食事をすること

食べ残さないこと

よくかんで食べること

箸やスプーンの正しい使い方

食事前の手洗い

食事を食べるときの正しい姿勢

朝食の大切さ

その他

特にない

無回答

<M.T.=265.1>

57.5 

38.9 

30.4 

24.9 

22.6 

20.3 

15.7 

15.6 

11.0 

10.8 

9.7 

2.0 

5.6 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60

（％）



－26－ 

7 行政への要望 
 

（1）都や区市町村が重点的に推進すべき取組：食育を推進するために、都や区市町村にどのようなこと

に重点的に取り組んでほしいか聞いた。（3Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ139～Ｐ142） 

 

・「学校での食育活動」が45％でトップ 

・「食中毒予防や食品添加物、農薬など、食の安全に関する情報提供の充実」37％、「保育園・幼稚

園などでの食育活動」28％、「『早寝・早起き・朝ごはん』の奨励など、子供の生活習慣のための

取組」24％が続く 

 

 

 

 

 

 

 

(ｎ＝1,994)

学校での食育活動

食中毒予防や食品添加物、農薬など、食の
安全に関する情報提供の充実

保育園・幼稚園などでの食育活動

「早寝・早起き・朝ごはん」の奨励など、
子供の生活習慣のための取組

学校給食での地元食材の使用

食生活と食育に関する総合的な情報提供の
充実

家畜とのふれあいや農業体験の場の充実

食育・食文化に関する各種イベントの開催

外食での栄養成分表示やヘルシーメニュー
提供の促進

その他

特にない

無回答

<M.T.=231.1>

45.4 

37.1 

28.1 

23.5 

23.1 

21.6 

15.6 

13.6 

12.0 

2.0 

9.0 

3.3 

0 10 20 30 40 50 60
（％）


